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生きがい考（1）
―明治時代から太平洋戦争終結までの生きがいの扱われ方―

神田　信彦 *

Concept of “Ikigai” (1) : Interpreting Thinking Regarding “Ikigai” 
from the Meiji Period to End of World War II

Nobuhiko KANDA

要約：1970年前後に「生きがい論」が活発に展開された時期あったとされる。その事実を出版物
数の増減によって確認した。また明治期から太平戦争終結までの期間の生きがいは社会や共同体
に存在した絶対的な価値（主に立身出世や忠君愛国）を生きがいとして人々がとり入れていたと
する考え方について、国語辞典、新聞記事や、小説等文芸にあらわれた生きがいの語の意味を追
うことによって検討した。

1．問　題

1）生きがいへの注目の時代
私たち多くの日本人の語彙の中に「生きがい 1）」がある。「生きがい」という言葉を人々が、日
常どの程度自分から積極的に使用しているのかは定かでない、ほとんど使用しないという人も少
なくないかもしれない。しかし、それらの人々も、時折、さまざまな媒体を通じて目にすること，
耳にすること、あるいは人との会話の中で聞くことはあるだろう。

1960年代後半以降、「生きがい」や「生きがい論」がさかんに議論され（例えば、梅棹，1970；宮城，
1971；熊倉，1972）語られはじめたという 2）。その原因として、第 2次世界大戦の敗戦後しばら
くはほとんどの国民が生活を維持することに追われ「生きがい」に思い至ることが生じにくかっ
た。それが高度経済成長の流れに入ることにより人々が自身について考えるゆとりが生じたこと、
その一方で技術革新によって個々人の人間性がそこなわれる、つまり疎外状況が自覚され、「生き
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がい」が問われるようになったことにあるとされる（例えば、塩見，1969；熊倉，1972）。
それ以前 3）に比較し 1960年代後半以降、「生きがい」や「生きがい論」が盛んに論じられたこ

とが現実であったか否かを検討してみよう。これを出版物の数によって確認すべくWebcat Plus
によって「生きがい」「生き甲斐」「生甲斐」「いきがい」をキーワードとして雑誌以外の書籍を検
索した結果が表 1に示してある（上記キーワードを書名に含まないものは除いた）。

1960年代と 1970年代を境に生きがいをタイトルに含む書籍は大幅に増えている。なお 1960年
代に出版された 28点のうち 25点は 1966年以降に出版されたものであり、「生きがい論」ブーム
の始まりとされる時期と重なっている。1990年代までは出版点数は増加していたが 2000年代は
1980年代の数字を下回る点数となっている。

　　　　　　表 1　「生きがい」をタイトルに含む書籍の出版状況　　　　　表 2　雑誌の特集タイトルに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「生きがい」が含まれた件数

　　　

さらに、雑誌（含む学術雑誌）で生きがいを特集タイトルに含むものをみると（国立情報学研
究所の論文検索ナビゲータ　CiNiiによって検索した結果である）、1968年 6月に『思想の科学』
76号で「私たちはいま何を生きがいとしているのか」を特集としたのが鏑矢であったようである。
以後、1969年 7月に『月間福祉』52巻 7号で生きがいを拓く福祉労働」を、1970年 12月に『現
代教育科学』13巻 12号で「『生きがい』を教えることは可能か」を、1971年 1月に『潮』135号
で「生きがいと宗教」を、1971年 9月に「月間福祉」54巻 9号で「老後の生きがいをめぐって」を、
1971年 3月『別冊中央公論　経営問題』10巻 1号で「生きがいの設計　―キャリア・ビルドのす
すめ―」を、1976年 4月に『世紀』289号で「生きがいと幸福」を特集として組みそれぞれ出版
された。以後も表 2のように 1970年代以降毎年のように何らかの雑誌で特集が組まれている。特
に 2000年代に入ってからはさらにその数を増やしていることが注目される。
出版された書籍及び、雑誌の特集記事の数の検討から明らかなように、1960年代後半以降、少

なくとも紙媒体において「生きがい」の扱い方が変化したことは明らかである。当初は“ブーム”
と呼びうる状況もあったのかもしれない。それが終息せずに世間に浸透し今日に至っていると考
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えることができよう 4）。
そうであるとすれば、生きがいは私たち日本人の生活や「生」を考えるための概念の一つとし

て捉えることができよう。おそらくそれまでそれほど脚光を浴びることのなかったであろう生き
がいという言葉は、もともとどのように用いられ、そして現在に至ったのであろうか。本研究で
はこれについて検討を試み、生きがいという言葉が私たち日本人にどのように扱われ、捉えられ
てきたかを検討することを目的としている。

表 3　生きがいについての各論者の歴史認識

2）「生きがい」の意味に関する論者の歴史的認識
見田（1970）、野田（1988）さらに和田（2001）は、生きがいの定義を行う文脈のなかで、そ

れぞれ近世以前、近代および現代における生きがいの意味の枠組みが異なることを指摘し（表 3
参照）、それをもとにわれわれの社会が今日生きがいに注目する理由を述べている。
三者で多少の異同はあるものの近世以前の生きがいについて、当時の人々は共同体や社会の価
値観に基づく行動の枠組みを生きがいとしていたと考えている。明治時代から第二次世界大戦ま
でも近世以前と同様であったとしているが、見田 5）と野田は枠組みがより明確（忠君愛国や立身
出世）であったとしている。第二次世界大戦終結以降については、そうした枠組みが取り払われ、
ニヒリズムから生きがいが問われる（見田）やそれぞれの個人の感情が中心となる生きがい（野田、
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和田）へと様相が変化したというものである。
しかしながら、これらについていくつかの疑問が生じる。先ず価値観や意義についてであるが、

社会や、それぞれの個人が属する階層や生活圏の共同体に存在した価値観や意義が、それらに属
する大部分の人々の生きがいになりえるものであったのであろうか。明治時代から昭和時代初期
までに限って言えば、仮に政治的支配層から「立身出世」や「忠君愛国」が絶対的価値として直
接的・間接的に国民に植え付けられようとしたとしても、現実的には「立身出世」を生きがいに
できたのは青年男子の一部のみであったであろう。また日露戦争に勝利し、しばらくして大正デ
モクラシーと言われる国内政治の民主化を求める状況や労働運動が都市部を中心に生じた。こう
した事実を考慮すれば、明治維新以降太平洋戦争終結までの全期間を通じて「立身出世」や「忠
君愛国」が日本人の行動の絶対的な枠組み、つまり生きがい、あるいはそれらを背景とする生き
がいであったとは言えない可能性も高い。
さらには、個人の感情に重みづけのある生きがいは存在しなかったのであろうか。これと関連

してそれぞれの個人に発する生きる意義や価値としての生きがいは存在しなかったのであろうか。
言葉を換えれば、中世、近世、および近代を通じて生きがいはただ一つの意味をもって使われた
のではないだろうということである。
本論文ではこのことについて明治、大正及び太平洋戦争終結までの昭和時代を対象に検討を進
め、江戸時代以前についての検討は次の機会に譲ることとする。

2．明治時代から太平洋戦争までの生きがいの扱われ方

1）国語辞典にみる生きがい
明治時代から今日に至るまで出版された国語辞典（以下、辞典）の類は数多に及ぶが、本研究
では 98点 6）の辞典において生きがいがいかなる意味を持つ語として記載されているかを調べた。
数多の中の一部ではあるが大凡の意味の傾向を知る手がかりになると考えられる。それらの概要
については表 4に示されている。
明治時代に出版され今回捕捉可能であった 20点の辞典のうち 1905年までに出版された辞典 18

点には、生きがい（ひ）が項目として取り上げられていなかった。1908年になって『大増訂　こ
とばの泉　補遺』（落合直幸著　大倉書店）で「世にいきながらへをる甲斐」として意味が記載さ
れたのが「生きがい」が、記載された最初である。次いで、1911年に『辞林　四十四年版』（金
澤庄三郎編　三省堂）に「生きている効驗。いきている志あはせ」を意味として記載している。
以後、1943年までの間に出版された辞典 13点のうち、生きがいが項目として記載されなかっ
たものは 2点であった。表 4の①「生きている（だけの）甲斐（効（かい）」4点、②「生きてい
る效驗、効能、効力、利益」7点、③「生きているしあはせ」は 1点、②③両方を記載している
もの 4点（いずれも金澤庄三郎編による辞典）、④「生きているだけのしるし」1点であった。
①と②の意味に関しては、「生きていてよい結果がえられる」という内容に集約されると考えら、

③に関して、「しあはせ」は「仕合わせ」であり、今日の「幸せ」「幸福」の意味だけでなく、生
きている「めぐりあわせ」による「運」のよいことを示している可能性も考えらる。つまり思い
がけずよいことがあって「生きてきた甲斐」があったという可能性も考えられる。①②について
は生きがいの積極的意味合いが、③については消極的意味合いがそれぞれ含まれているといえよ
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う。④は①②に類するものであるだろう。
明治時代末期に出版された 2点を例外に 18点の辞典に生きがいの語が項目として存在しなかっ

たことは、生きがいという語が一般にあまり使用されてはいなかったか、あるいは使用されてい
ても著者・編者たちさらには一般からも重要度の低い言葉として認識されていたものと考えられ
る。このことと関連すると思われるが、明治時代末期から太平洋戦争中である 1943年までに出版
された辞典における生きがいの意味づけは、積極的であるか、消極的であるかはともかく生きて
きた（生きている）ことへの「成果」を意味として掲げるだけであった。

1950年代になると、それまでの「成果」としての意味づけをする辞典に加え、生きがいの意味
に「感情をあらわす」ものや他の「認知をあらわす」ものが現れてきた。
表 4の⑤「生きている意義・意味」、⑦「生きている価値・値うち」は、主に「認知をあらわす
もの」つまり「認知的評価」を示すものと思われる。生きてきた（生きている）ことへの「成果」
の評価的側面を強調する意味づけであると言える。これには先に示した野田（1988）、和田（2001）
らが指摘した意味での生きがい、他者や社会との関係の中で「自分が何らかの役に立っている」「貢
献している」という経験を背景に得られるものを意識しての意味づけであろう 7）。その一方で「よ
いことがある（ない）」から「生きている価値・意味がある（ない）」へという比較的単純な繋が
りも否定できない。⑬「生きるめあて」、⑯「心の支え」及び⑰「生きるに値するもの」は同じく
「認知的なもの」であるが「生きる目標や対象」を指していると考えられる。

表 4 　明治時代以降の辞典における「生きがい」の意味づけ
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⑥「生きていてよかったと思うこと」、⑧「生きているよろこび」、⑨「生きているはりあい」、⑭「生
きていく上での充足感」、⑮「生きている幸福感」は主に「感情をあらわすもの」ととらえること
ができよう。
太平洋戦争終結後数年にして、生きがいは意味の分化を経験したのであろうか。そう考えるより、

生きがいにはもともとさまざまな意味合いが含まれ、日本人の間で使用されていたと考える方が
納得がいく。では、明治時代から太平洋戦争までの期間、生きがいはどのように用いられてきた
のであろうか。以下では紙媒体の資料をもとに検討を行う。

2）新聞記事に現れた生きがい
生きがいが新聞記事の中でどのような意味として扱われているかを見ることも、その時代の生
きがいの扱われ方を知る手がかりとなろう。表 5は読売新聞社の「ヨミダス歴史館」及び朝日新
聞社、記事データベース「聞蔵Ⅱビジュアル」で明治時代から太平洋戦争終結までの期間の記事
について「生きがい（生甲斐、生き甲斐、生効等）」を検索した結果である。約 80年間にあらわ
れた記事は 20件と少ないものであった。1870年代の 3件の読売新聞記事では「生きがい」では
なく「生きた甲斐」などで表現され、1884年になって「生き甲斐（生甲斐）」が使われ、その後
のほとんどが「生き甲斐（生甲斐）」を用いている。
ではどのような意味で用いられているかをみれば、「立身出世」に関わる生きがいの記事は、③

（読売新聞 1877（明治 10）年 12月 5日付記事）の市井の人の官吏を目指しての猛勉強ぶりの成
果を伝える記事が該当すると考えられる。「忠君愛国」に関わる生きがいを扱った記事は、⑰（朝
日新聞 1938（昭和 13）年 7月 12日付記事）、⑱（同紙 1940年 10月 30日付記事）、⑲（1940年
11月 22日記事）、及び⑳（同紙 1944年 7月 3日付け記事）をあげることができる。「忠君愛国」
の意味を含む生きがい記事は、日中戦争及び第二次世界大戦の時期に限定されたあらわれ方をし
ている。
その他の記事は、個人的な感情の水準での「生きている張り合い」（⑪⑭⑯）、「生きているよろ

こび」（②⑨⑩⑮、「生きている充実感」（⑬）が主たる意味を持つ生きがいと、絶対的価値を背景
として持たない「生きている価値・意味」（①④⑤⑥⑦⑧⑫）が主たる意味を持つ生きがいとに分
類できるよう。明治時代以降太平洋戦争終結までの新聞紙上に現れた使用例は、少ないものの生
きがいの意味はさまざまであり、社会的に著名な人ばかりでなく市井の人々によってもそれらの
意味として生きがいが使われたことを示すものであると言える。

3）文芸等に現れる「生きがい」の使われ方
（1）文中に現れる生きがい
次ぎに小説等の文の中で生きがいがどのように用いられているかを探るため著名な作家の文
を追ってみた 8）。結果は表 6に示した通りである。紙幅の関係で詳細を説明し論じることはでき
ないが、今回の調査で明治期に最も古く生きがいの語を使っていたのは、二葉亭四迷の『浮雲』
（1887-1889）で、「入塾が出来ない位なら生きている甲斐がない」9）、次いで幸田露伴の『五重塔』
（1892）では、「大工となつて生てゐる生甲斐もあらるゝといふもの」10）「つくづく頼もしげなき世間、
もう十兵衛の生き甲斐なし」11）と主人公たちに語らせている。これらを含め 34作品 45例を得た。
これら対象となった表中の生きがいに「立身出世」や「忠君愛国」の意味を持つあるいはそれ
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表 5　明治期から第二次世界大戦までに新聞にあらわれた「生きがい」
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を背景に持つと考えられたものは、太宰治の『十二月八日』のみであった。真珠湾攻撃の成功の
報に接した主婦に高揚した思いを語らせ、辛いどころか「こういう世に生まれて生甲斐さえ感ぜ
られる。」と言わせている。ここでは愛国心を背景に持つ「はりあい」や「充実感」としての生き
がいが示されている。1941年 12月 8日には、当時の多くの日本人が類似した気持ちを抱いたの
かもしれない。
他の用例は、絶対的な枠組みではなくそれぞれの個人の事情に基づいて表現される生きがいで
あり、主に「生きている喜び」「生きているはりあい」「生きている価値」「生きている意味」ある
いはそれらの複合と読み取れると考えられるものがほとんどであった。

表 6　明治期から太平洋戦争終結までの文芸にあらわれた生きがいの使用例
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（2）題目に「生きがい」を含む文
次ぎに題目に生きがいを含む文についてみると、1907年（明治40年）に出版された村山鳥逕の『乾

胡蝶』に短編『生効』12）（初出は 1906年）がある。文字通り「生きがい」である。その中で最終
的に作者は、人の行いが間接的にでもさまざまな場面で他の人の役に立つことがあればその人に
は「生効」があるのだと主人公に語らせている。世間の中で地道に生きていることの中にその人
自身に自覚はなくとも生きがいがあると作者は考えている。
キリスト者であった奥村多喜衛は、1915年『日曜講話』の中の「生甲斐ある生涯」という文で、
成功の人生を望むのはよいが不正をして達成することはよろしくない。成功しなくとも勤勉・修
養を重ねることが大事であるという趣旨のことを述べている。結果ではなく、生きる過程のあり
方及びその心構えとしての期待に重みを置いた生きがいにたいする捉え方である。
また、大正時代末（1926年）に後藤新平は『公民読本―少年の巻』の中で「生き甲斐ある生活」

という一文を書いている。どのような職業に就くとしても「安んじ楽しんで働くことを生き甲斐
ある生活といふのである。」と説き、自分にあった仕事に励み、人間関係を大事にし、世の中に役
立つ人として生きることに生きがいがあるというのである。こうした意味での生きがいのある生
活を送ることは人間らしい生活なのだとも言っている。この文の最初の部分で後藤は、大政治家
や大実業家を目指す、つまり「立身出世」を志しても誰もがそれを実現できるものではない、と
いう趣旨のことを述べている。当時の人々が［立身出世」を生きがいという言葉をどの程度結び
つけたかどうか定かではないが、そうした考え方が一方に存在していたのは間違いでないことで
あろう。しかし後藤はそれは多くの人々にが目指すものではなく、日々の仕事や生活を平安に送
ることの中に生きがいが経験される、と述べている。

1934年には平川虎臣が『生きがいの問題 13）』という短編小説を書いている。本文中には生きが
いという言葉はあらわれない。当時の日本社会で貧困に喘ぐ人たちを題材にして描いている。そ
の中で必ずしも生きる目的が明確ではない主人公が急性の蓄膿症にかかり手術を受ける（結果と
して治癒へ向かう）。一方、生きる目的が明確でありながら結核のためそれが果たせないコミュニ
スト青年は自殺してしまう。両者の生と死が交錯し、「生きる目的」としての、さらには人として
の普遍的な「生きる意味」としての生きがいが問われているように思われる。これは読み手によっ
て解釈が異なる可能性はあるが、「立身出世」や「忠君愛国」を背景にする生きがいを強調してい
るのではないことは確かである。
ここで取り上げた 4つの文は、いずれも生きがいを絶対的価値や枠組みからとらえたものでは
ないことは明らかである。しかしこうした内容の文が書かれるということは、その一方でそれら
とは異なる考え方も当然あったということを意識しなければならない。

4）その他の出版物にみられた生きがい
内閣情報部が 1938（昭和 13）年から発行し始めた『写真週報』の 18号（同年発行）には、「貯

蓄模範村を訪ふ」の記事中に「村の人、又は町の人みんなが皆生甲斐に満ちた生活ができて、お
金がどしどしたまり、同時にお國の為に尽くせたら．．．」、249号（1943年発行）では記事みだし
として「戦ふ国の戦ふ生活　この中にこそ生甲斐あり」があった。いずれも国策、愛国心に関わ
る記事であり、生きがいはその文脈の中で使われている。また『家の光』（昭和 16年 6月号）には、「生
甲斐は肌身離さぬ故国便り（北支派遣　斧田勝治）」が掲載されていた。ここでの生甲斐は生きる
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支えという意味として受けとることができるであろう。

3．おわりに

ここまで新聞記事及び文芸等にあらわれる生きがいについて検討を行ったが、『立身出世』や『忠
君愛国』そのもの、あるいはそうした価値の枠組みを背景にした生きがいを表現するものは、太
平洋戦争直前から戦中にかけてのいくつかの新聞記事を中心に見られただけであった。それら以
外では生きがいはさまざまな意味で用いられていたことが明らかとなった。明治維新や太平洋戦
争それぞれの時期に政治的支配層によって形づくられた価値の枠組みが強烈な印象をわれわれに
しばしば与えていることは否めない。それがステレオタイプ的な生きがい観を生み出す素地になっ
ているのであろう。前に紹介した論者たちの視点はそうしたことが影響しているのではないか。
前の論者たちの考える意味での生きがいをその当時の人たちの中には観念として持っていた人

たちも少なくなかったであろう。しかしそれが実際の生活の中で「生きがい」という語で会話や
文の中で表現されることは少なく、生きがいはいくつかの意味を持つものとして今日と同様に表
現されていたのであろう。
生きがいは、基本的には神谷（1966）が指摘するように「生活のふくみ」や「生活のふくらみ」
を含むものであるのだろうし、含むものであったのであろう。おそらくもともとは日常生活の中
での素朴な経験こそ生きがいに関連するものであったのではないか。これは次の検討課題のひと
つである。

注
1） 「生きがい」は「生甲斐」「生き甲斐」「生き効」「生効」「いきがい」などと表記されるが、本論では原
則として「生きがい」を用いる。

2） 神谷（1966）はその著『生きがいについて』の「おわりに」で、「さいきんになって日本の一般の社会でも、
生きがいについての調査や論議がとくに活発に行われるようになった。（中略）雑誌、新聞紙上に生き
がいという文字がさかんに目につく。」（284頁 1-4行）という記述がある。これはすでに 1960年代前
半においても「生きがい」に社会が関心を向け始めていたことをしめすものかもしれない。1960年か
ら 1961年にかけて大野明男と西浦義道の間で仕事に生きがいを見出すべきか否かの論争が行われた
（『思想の科学』誌上）。

3） 1960年代以前にも生きがい論的な見解を述べる論者もあった。塩尻公明は 1952は『理想』に「生甲
斐について」を書き人生論的な生きがい観を述べている。

4） ちなみに、時事通信社は 2010年 8月に 1357名を対象に「生きがいに関する世論調査」を行った。「ど
のようなことに生きがいを感じるか」という内容の問いに対する複数選択回答による結果（有効回答
1036名）は、「趣味・娯楽」（51.2％）、「家族やペットのこと」（49.5％）、「仕事 ･学業」（34.3％）、「友
人など家族以外の人との交流」（32.6％）であった。

5） 見田（1970）には副題として「かわる日本人の人生観」とあり、生きがいを人生観と同等の意味でと
らえている可能性がある。

6） 辞典での生きがいの意味を調べるにあたっては ,主に文教大学図書館、国立国語研究所研究図書室所
蔵の辞典及び国立国会図書館の近代デジタルライブラリーにある電子化された当時の辞典を閲覧した。
なおこれらの中には同一辞典で版を重ねたものもそれぞれ 1点として数えているものがある。
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7） 和田（2001）は「今日ではこれはそれ程馴染みのないものであろう。というのは、この生きがいの意味は、
『ねうち』にしろ『意義』にしろ（ある事柄の達成に貢献するという意味での）機能的な側面での人生
の価値ということであり、私以外の他者（あるいは、共同体や社会）による評価を有しているからで
ある。」説明している。これは野田（1988）が集団だけを枠組みとしている点と異なっている。

8） 主にWeb上の青空文庫上の各作品の HTMLファイルに対し「生きがい」「生甲斐」「生き甲斐」「生効」
「生詮」及び「甲斐」に関して検索を行った。該当した文については、出版されている全集等を可能な
限り参照し確認を行った。

9） 主人公の文三の従姉妹お勢の子どもの頃の描写に「入塾などとは以の外、トサ一旦は親の威光で叱り
付けては見たが、例の絶食に腹を空せ、『入塾が出来ない位なら生ている甲斐がない」ト溜息噛雑ぜの
愁訴、』がある。

10） 主人公の大工十兵衛が世話になっている棟梁の源太を語って「御上人様、五重塔は百年に一度一生に
一度建つものではござりませぬ、恩を受けて居ります源太様の仕事を奪りたくはおもひませぬが、あゝ
賢い人は羨ましい、一生一度百年一度の好い仕事を源太様は為るゝ、死んでも立派に名を残さるゝ、
あゝ羨ましい羨ましい、大工となつて生てゐる生甲斐もあらるゝといふもの」と言っている。

11） 「上人様のお召しなさるとか、七蔵殿それは真実でござりまするか、ああなさけない、何ほど風の強
ければとて頼みきったる上人様までが、この十兵衛の一心かけて建てたものを脆くも破壊るるかのよ
うに思し召されたか口惜しい、世界に我を慈悲の眼で見て下さるるただ一つの神とも仏ともおもうて
いた上人様にも、真底からはわが手腕たしかと思われざりしか、つくづく頼もしげなき世間、もう十
兵衛の生き甲斐なし」

12） 一時、零落した主人公が移り住んだ路地裏のぼろ家の近所の長屋で提灯の籤を作る仕事をしている老
夫婦と話す機会があり、64歳の老人が「まあいゝやな、で先生、よく世間では生効のない奴といゝ
ますが、俺位つまらないものはないと、つくづく此頃考えこんぢめいました。職が提灯のひご引き、
つまらない商売でさあ、ようがすか、全で死んで居るようなものだ。朝から晩まで竹を泣かせて喜ん
で居るんでさあ、喜びもしませんがね、これをしなければ、飯が喫へねえてんだからやりきれねゐ。
全躰これでも根からの籤引では無いんで、元は是でも、是でも元は．．．」と。その後、主人公は中学
の教員となり住まいを移した。あるとき主人公は電車に乗り老夫婦の五人の子どもたちがさまざまな
形で世の中に役立っていることを想像する。最後に、生効のないといった老人もじつは提灯がいろい
ろな場面で人の役に立っているのだから生効がないどころではない、という思いに至るのである。

13） 昭和初期の貧しい人たちの住む長屋で暮らす作家志望の青年弓良三は急性の蓄膿症で不快な状況にあ
る。病者になることによって周囲の人への見方がこれまでと異なってくる。親しくしている結核で余
命幾ばくもない青年コミュニスト波多至。自分の病が原因で両親がけんかし母が投げた俎があたり父
が死んでしまう。母は警察に逮捕され小五の妹は学校をやめ兄の至の看病をする。上の妹は仕事を持っ
ており弓と親しい。弓は原稿が漸く売れ蓄膿症を治す手術を受け快方に向かう。そのような矢先、至
が自殺したという知らせが入る。
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